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●
松
浦

現
在
、
平
成
20

年
度
完
成
を
め
ざ
し
て
、

下
水
道
工
事
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。
当
初
の
事
業

計
画
は
、
事
業
費
48
億
６

４
５
０
万
円
、
認
定
区
域

83
㌶
、
処
理
人
口
　
２
１

７
０
人
、
維
持
管
理
費

８
２
４
万
円
、
返
済
は
完

成
後
５
年
据
置
い
て
、
25

年
に
わ
た
り
毎
年
約
１
億

２
３
０
０
万
円
を
支
払
い

計
画
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
計
画
当
時

と
現
在
で
は
社
会
情
勢
も

変
わ
り
認
定
区
域
と
処
理

人
口
が
一
致
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。

完
成
後
は
美
化
セ
ン
タ

ー
の
営
業
収
入
も
減
る
こ

と
な
ど
、
財
政
面
か
ら
今

一
度
認
定
区
域
を
含
め
考

え
直
す
時
期
で
は
な
い
か

う
か
が
う
。

■
町
長

平
成
17
年
度
に

お
い
て
、
新
た
に
事
業
計

画
を
策
定
し
て
行
き
た

い
。

●
松
浦

凶
悪
犯
罪
が
続

●
豊
田

地
球
温
暖
化
で

巨
大
な
大
風
、
豪
雨
ま
た

新
潟
、ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
、

津
波
で
膨
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。
そ
の
時
隣
人
や

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
主

防
災
組
織
が
大
活
躍
し

た
。
今
宇
津
戸
で
は
そ
の

準
備
を
始
め
た
が
、
安
心

安
全
の
た
め
に
防
災
会

議
、
防
災
計
画
ま
た
組
織

づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
。
行
政
と
し
て
の
支
援

は
ど
う
お
考
え
か
う
か
が

う
。

■
町
長

阪
神
、
淡
路
大

震
災
で
は
救
出
さ
れ
た
人

の
約
６
割
が
近
所
の
住
民

に
救
助
さ
れ
た
と
報
告
が

あ
る
。
今
後
、
地
域
防
災

計
画
の
策
定
内
容
と
連
動

さ
せ
、
啓
発
を
進
め
、
組

●
豊
田

開
発
等
で
景
状

が
変
化
し
、
昔
の
地
名
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
歌
・
伝
説
・

慣
習
も
失
わ
れ
て
い
る
。

役
場
の
行
政
文
書
は
歴
史

を
語
る
最
高
な
史
料
だ
。

保
存
期
限
が
過
ぎ
て
も
残

し
合
併
新
世
羅
町
の
町
史

発
刊
の
準
備
を
す
べ
き
で

あ
る
。
農
具
・
生
活
用
具

等
文
化
的
価
値
の
あ
る
物

の
収
集
、
保
存
、
展
示
を

と
考
え
る
が
、
行
政
と
し

て
の
考
え
を
う
か
が
う
。

■
教
育
長

文
化
財
の
保

存
・
伝
承
は
重
要
で
、
日

常
的
に
収
集
を
図
り
整
理

す
る
。
町
史
発
刊
は
資
料

収
集
が
必
要
だ
が
、
今
、

編
集
は
考
え
て
い
な
い
。

農
具
等
の
保
管
や
展
示
場

所
、
方
法
は
検
討
し
て
ゆ

く
。

松浦敬潤議員

公
共
下
水
道
事
業
をど

う
考
え
る

新
た
に
事
業
計
画
を
策
定
す
る

ＱＡ

ど
う
す
る
自
主
防
災

組
織
づ
く
り
を
支
援
す
る

ＱＡ

豊田　勲議員

文
化
財
の
収
集

保
存
、
展
示
は

日
常
的
に
収
集

す
る

ＱＡ

◎
町
債

町
が
事
業
を
執
行

す
る
た
め
に
銀
行
等
か
ら

借
入
れ
る
お
金
。

◎
国
・
県
支
出
金

国
・
県

か
ら
使
途
を
定
め
、
交
付

さ
れ
る
お
金
。

◎
町
税

町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

私
た
ち
が
納
め
る
税
金
。

◎
普
通
建
設
事
業
費

道

織
発
足
を
支
援
し
た
い
と

考
え
る
。

路
、
公
共
施
設
整
備
な
ど

建
設
事
業
に
使
う
お
金
。

◎
公
債
費

町
が
借
入
れ
た

お
金
（
町
債
）
の
返
済

金
。

◎
物
件
費

委
託
料
、
物
品

購
入
費
、
施
設
の
維
持
管

理
費
な
ど
。

◎
補
助
費
等

団
体
や
個
人

に
負
担
金
・
補
助
金
と
し

て
交
付
す
る
お
金
。

用
語
説
明

携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
で
防
犯
・

防
災
情
報
を

検
討
し
て
い
き

た
い

ＱＡ

出
す
る
昨
今
、
子
ど
も
を

犯
罪
か
ら
守
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
に
は
、
住

民
・
警
察
・
消
防
機
関
に

よ
り
一
層
の
連
携
が
必
要

と
考
え
る
。

住
民
か
ら
会
員
登
録
を

し
て
も
ら
い
盗
難
事
件
・

火
災
・
行
方
不
明
者
な
ど

の
情
報
を
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
ら
ど
う

か
？
「
住
民
の
防
犯
、
防

災
意
識
の
高
い
地
域
で
あ

る
」
こ
と
を
宣
言
す
る
こ

と
で
犯
罪
の
少
な
い
地
域

と
な
る
と
考
え
る
が
？

■
町
長

各
機
関
と
相
談

を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

下水処理場予定地
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●
竹
本

旧
、
３
町
消
防

団
は
、
長
い
伝
統
と
誇
り

を
持
っ
て
昨
年
10
月
１
日

に
合
併
し
総
員
７
７
６
名

で
一
つ
の
団
と
し
て
編
成

し
た
。
災
害
は
、
時
・
場

所
を
選
ば
ず
突
然
発
生
す

る
。
団
員
は
仕
事

を
投
げ
う
っ
て
即

時
対
応
、
使
命
感

を
発
揮
し
、
献
身

的
に
活
動
す
る
。

そ
こ
で
意
志
統
一

を
計
る
た
め
に
も
、

服
装
か
ら
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、

消
防
施
設
の
整
備

お
よ
び
待
遇
改
善

の
考
え
は
ど
う
か

う
か
が
う
。

■
町
長

消
防
団
の
意
志

統
一
を
図
る
た
め
に
は
、

服
装
や
装
備
を
統
一
す
る

こ
と
は
大
切
な
事
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し

８
０
０
人
近
い
消
防
団
員

の
服
装
や
装
備
を
一
斉
に

統
一
す
る
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
。
財
政
状
況

を
考
慮
し
、
段
階
的
な
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。
報

酬
、
費
用
弁
償
に
つ
い
て

は
、
周
辺
町
村
と
比
較
し

決
し
て
低
い
と
は
考
え
て

い
な
い
。
そ
し
て
消
防
拠

点
施
設
だ
が
、
施
設
の
老

朽
化
が
目
立
つ
と
こ
ろ
や

駐
車
場
に
困
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
い
く
つ
か
見
受
け

ら
れ
る
。
早
期
の
改
善
と

は
い
か
な
い
。
当
面
は
団

員
や
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
長
期
総

合
計
画
へ
反
映
さ
せ
る
な

ど
し
て
対
応
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

●
末
盛

高
齢
者
社
会
に

適
し
た
防
災
計
画
構
想
と

す
ぐ
使
え
る
災
害
基
金
創

設
の
考
え
は
。

■
町
長

高
齢
者
が
地
域

の
１
／
３
を
占
め
る
実
情

を
踏
ま
え
、
在
宅
の
要
介

護
高
齢
者
や
心
身
障
害
者

等
の
避
難
及
び
高
齢
者
、

乳
児
、
傷
病
者
、
女
性
を

優
先
す
る
等
の
措
置
。
避

難
場
所
の
生
活
に
つ
い
て

や
消
防
団
、
自
主
防
災
組

織
と
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
訓
練
を
行
い
救
護
活
動

を
行
う
計
画
策
定
を
考
え

る
。
災
害
基
金
は
、
防
災

計
画
を
踏
ま
え
関
係
機
関

の
協
力
の
も
と
に
制
度
を

検
討
す
る
。

●
末
盛

町
営
図
書
館
な
ど
の

民
営
化
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

■
町
長

図
書
館
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
旧
世
羅
庁
舎
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
す

る
。
町
は
平
成
17
年
度
に
指
定

管
理
者
制
度
の
条
例
制
定
を
予

定
し
て
お
り
農
業
公
園
を
は
じ

め
多
く
の
公
の
施
設
の
有
効
活

用
を
検
討
す
る
。

竹本道紀議員

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
と

施
設
整
備
は

財
政
状
況
を
考
慮
し

段
階
的
に
整
備
を
進
め
る

ＱＡ

末盛　守議員

防
災
計
画
の
構
想
と

災
害
基
金
創
設
を

高
齢
社
会
を
見
す
え
た
計
画
と

基
金
は
検
討

ＱＡ

図
書
館
等
民
営

化
の
流
れ
は

旧
世
羅
町
庁
舎

の
活
用
で
検
討

ＱＡ
住
民
自
治
組
織

づ
く
り
は

組
織
づ
く
り
と

活
動
支
援
実
施

ＱＡ●末
盛

こ
れ
か
ら
の
住
民
自

治
組
織
づ
く
り
と
支
援
は
。

■
町
長

住
民
自
治
は
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
」

と
い
う
自
ら
治
め
る
「
自
治
」

の
考
え
の
も
と
、
住
民
と
行
政

が
共
に
協
働
し
、
住
み
や
す
い

地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、

当
面
自
治
組
織
づ
く
り
と
活
動

の
支
援
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

一般�
質問�
一般�
質問�
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●
岡
田

旧
甲
山
で
は
広

島
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
11
回
連
続
出
場

し
、
甲
山
町
を
全
国
に
知

ら
せ
て
来
た
経
過
が
あ

る
。
新
し
く
な
っ
た
町
、

新
生
世
羅
町
音
頭
を
作
れ

な
い
か
。

■
町
長

旧
町
単
位
で
構

成
さ
れ
た
保
存
会
は
、
統

合
さ
れ
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
活
動
を
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
新
世
羅
町
音

頭
は
町
民
の
手
作
り
音
頭

に
発
展
を
期
待
し
て
い

る
。

●
岡
田

①
サ
ー
ビ
ス
の

良
く
な
っ
た
点
は
。

②
負
担
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
説
明
を
聞

く
。

■
町
長

新
町
に
継
続
し

ま
す
制
度
の
一
例
で
す

が
、
高
齢
者
生
活
支
援
タ

ク
シ
ー
事
業
、
保
育
料
の

第
３
子
以
降
の
減
額
、
心

身
障
害
児
通
園
助
成
、
ま

た
13
館
の
公
民
館
に
職
員

１
名
、館
長
１
名
を
配
置
、

そ
の
ほ
か
、
地
域
自
治
活

動
助
成
金
制
度
の
発
足
。

旧
３
町
の
町
に
あ
っ
た
制

度
で
あ
っ
て
も
負
担
の
軽

い
町
の
例
を
基
本
に
統
一

し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
敬
老
祝
金
の
全

面
カ
ッ
ト
、
乳
幼
児
医
療

無
料
が
一
部
負
担
に
な
り

ま
す
。

●
田
治

①
妥
結
さ
れ
た

給
与
カ
ッ
ト
の
内
容
は
、

特
別
職
を
含
む
削
減
効
果

は
い
く
ら
か
。

②
危
機
的
財
政
な
ら
定
期

昇
給
を
止
め
て
は
。

③
国
県
、
近
隣
で
も
廃
止

し
て
い
る
退
職
特
別
昇
給

制
度
と
は
、
廃
止
す
る
べ

き
で
は
。

④
職
員
平
均
所
得
は
住
民

や
民
間
と
比
べ
て
ど
う

か
。

⑤
健
全
財
政
の
大
き
な
柱

「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」

は
速
や
か
に
策
定
す
る
筈

で
は
。

⑥
見
通
し
が
立
つ
ま
で
退

職
者
不
補
充
に
す
る
べ
き

で
は
。

⑦
西
部
地
域
の
救
急
業
務

施
設
へ
の
職
員
募
集
は
町

職
員
に
資
格
を
取
ら
せ
て

出
向
さ
せ
て
は
？

■
町
長

①
町
長
助
役

10
％
、
収
入
役
教
育
長

８
％
、
管
理
職
５
％
、
一

般
職
２
〜
４
％
で
削
減
額

約
８
３
７
９
万
。

②
近
隣
を
見
な
が
ら
検

討
。

③
職
務
、
組
織
上
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
退
職
す

る
職
員
に
つ
い
て
は
、
退

職
す
る
日
に
１
号
級
特
別

昇
給
さ
せ
て
い
る
。

④
比
べ
て
な
い
。

⑤
策
定
し
て
い
な
い
。

⑥
不
補
充
を
長
期
行
う
と

空
洞
化
現
象
が
起
き
る
の

で
計
画
に
基
づ
き
適
正
な

採
用
を
行
う
。

⑦
適
正
化
の
一
つ
の
手
段

と
し
て
検
討
す
る
。

世
羅
町
音
頭
を
作
れ
な
い
か

町
民
の
手
で
作
る
「
町
民
音
頭
」

に
期
待

ＱＡ

岡田武士議員

合
併
後
の
サ
ー

ビ
ス
と
負
担
は

サ
ー
ビ
ス
は
高

く
負
担
は
軽
く

調
整

ＱＡ

新
町
財
政
健
全
化
に
向
け
て

策
は
あ
る
の
か

全
て
の
面
で
努
力
し
て
ゆ
く

ＱＡ

田治康徳議員
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